
法

律

平成年月日 水曜日 第号官 報

第
二
百
五
十
五
条
第
五
項
中
「
第
四
十
九
条
第
八
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項

と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
四
十
九
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
投
票
に
つ
い
て
は
、
投
票
を
受
信
す
べ
き

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
は
投
票
管
理
者
と
、
投
票
の
記
載
を
し
、
こ
れ
を
送
信
す
べ
き
場
所
及
び
投

票
を
受
信
す
べ
き
場
所
は
投
票
所
と
、
投
票
を
受
信
す
べ
き
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
は
投
票
箱
と
み
な
し
て
、
こ
の
章

の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
二
百
六
十
三
条
第
四
号
中
「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
六
十
九
条
の
二
中
「
、
第
七
項
及
び
第
八
項
」
を
「
及
び
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
百
七
十
条
第
二
項
中
「
、
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
」
を
「
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」に
改
め
る
。

第
二
百
七
十
条
の
二
中
「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
百
九
十
七
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
第
二
項
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
四
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
二
十
六
号

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
、「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
救
済
」
の
下
に「
、
研
究
機
関
の
能
力
を
活
用
し
て
行
う
環
境
の
保
全
に
関
す
る
研
究
及
び
技
術
開
発
」

を
加
え
る
。

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
秘
密
保
持
義
務
）

第
八
条
の
二

機
構
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
は
、
第
十
条
第
一
項
第
八
号
か
ら
第
十
号

ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
職
務
に
関
し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
四
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
二
十
五
号

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
九
条
第
七
項
中
「
定
め
る
船
舶
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
船
舶
」
と
い
う
。）」
を
、「
あ
る

も
の
」
の
下
に
「
又
は
選
挙
人
で
指
定
船
舶
以
外
の
船
舶
で
あ
つ
て
指
定
船
舶
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定

め
る
も
の
に
乗
つ
て
本
邦
以
外
の
区
域
を
航
海
す
る
船
員
（
船
員
法
第
一
条
に
規
定
す
る
船
員
を
い
い
、
船
員
職
業
安

定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
員
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

予
備
船
員
と
み
な
さ
れ
る
者
及
び
船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九
十
六
号
）

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
員
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
予
備
船
員
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。）で
あ
る

も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

８

前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
選
挙
人
で
同
項
の
不
在
者
投
票
管
理
者
の
管
理
す
る
場
所
に
お
い
て
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
も
の
の
う
ち
選
挙
の
当
日
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事

由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
の
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
又
は
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
に
お
け
る
投
票
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
不
在
者
投
票
管
理
者
の
管
理
す
る
場
所
」
と
あ
る
の
は
、「
そ
の

現
在
す
る
場
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
二
第
五
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
及
び
専
ら
手
話
通
訳
の
た
め
に
使
用
す
る
者
」
を
「
、
専
ら
手
話
通
訳
の
た
め
に

使
用
す
る
者
及
び
専
ら
第
百
四
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
選
挙

運
動
の
た
め
に
使
用
す
る
文
書
図
画
の
頒
布
又
は
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
選
挙
運
動
の
た
め
に
使
用
す

る
文
書
図
画
の
掲
示
の
た
め
に
口
述
を
要
約
し
て
文
書
図
画
に
表
示
す
る
こ
と
（
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
要
約

筆
記
」
と
い
う
。）の
た
め
に
使
用
す
る
者
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
及
び
専
ら
手
話
通
訳
の
た
め
に

使
用
す
る
者
」
を
「
、
専
ら
手
話
通
訳
の
た
め
に
使
用
す
る
者
及
び
専
ら
要
約
筆
記
の
た
め
に
使
用
す
る
者
」
に
改
め

る
。

（
適
用
区
分
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
公
職
選
挙
法
（
次
項
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）第
四
十
九
条
第
七
項
及
び

第
八
項
並
び
に
第
二
百
五
十
五
条
第
五
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
公
示
さ
れ
る
衆
議

院
議
員
の
総
選
挙
又
は
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の

期
日
を
公
示
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
又
は
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
法
第
百
九
十
七
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
そ
の
期
日
を
公
示
さ
れ
又
は
告
示
さ
れ
る
選

挙
に
つ
い
て
適
用
し
、
一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の
期
日
を
公
示
さ
れ
又
は
告
示
さ
れ
た
選
挙
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

一
部
施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

に
お
け
る
一
部
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
六
条
中
「
及
び
第
八
項
」
を
「
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
漁
業
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
四
条
中
「
第
八
項
ま
で
」
を
「
第
九
項
ま
で
」
に
、「
第
五
項
ま
で
並
び
に
」
を
「
第
六
項
ま
で
並
び
に
」

に
改
め
る
。

（
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
十
項
中
「
又
は
第
八
項
」
を
「
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
第
四
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三
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